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平成３１年度 理科 

 

教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高等学校 改訂 科学と人間生活(第一学習社) 

副教材等 改訂ネオパルノート科学と人間生活 (第一学習社) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

身近な現象を科学的に捉え、学習します。身の回りのものを使って実験を行い、科学的に考察する

力を養います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・科学技術の発展が今日の人間生活に対してどのように貢献してきたかについて理解させる。 

・身近な自然の事物・現象及び日常生活や社会の中で利用されている科学技術を取り上げ，科学と

人間生活とのかかわりについて認識を深めさせる。 

・自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割についての学習を踏まえ

て，これからの科学と人間生活とのかかわり方について考察させる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察と実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身近な事物・現象に関

心や探究心をもち，科

学的な視点・考察力を

養うとともに，科学技

術に対する関心を高め

る態度を身につけてい

る。 

身近な事物・現象の中

に問題を見出し，観察，

実験，調査などを行う

とともに，これからの

科学と人間生活とのか

かわり方について科学

的・論知的に思考し，

判断する。 

身近な事物・現象に関

する観察，実験の技能

を習得するとともに，

それらを科学的に探

究する方法を身につ

ける。 

科学技術の発展の人

間生活への貢献，身近

な事物・現象を通して

の現代の人間生活と

科学技術の関連性に

ついての知識を身に

つけ，これからの科学

技術と人間生活のあ

り方について理解す

る。 

評
価
方
法 

授業態度の観察、 

実験レポート、 

グループワーク 

授業態度の観察、 

定期考査、 

実験レポート、 

グループワーク 

授業態度の観察、 

実験レポート、 

グループワーク 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。考査は 5回行います。 

 

 

 

 

 

４ 学習の活動 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

物
質
の
科
学 

プラスチックの科学 ○   ○ 

a:身近なプラスチックや繊維

に興味・関心を持つ。 

b: 繊維の性質と用途につい

て，実験・観察などを通して科

学的に思考できる。 

c:繊維の燃焼の様子を観察し、

燃え方、臭いから考察できてい

る。 

d: 身近な材料であるプラスチ

ックや金属の種類，性質及び用

途と資源の再利用について理 

解する。 

d: 身近な衣料材料の性質

や用途，食品中の主な成分

の性質について理解するこ

と。 

・授業態度

の観察 

・定期考査 

・実験レポ

ート、 

・グループ

ワーク 

金属の科学  ○  ○ 

繊維の科学 ○ ○ ○ ○ 

食品の科学    ○ 

熱
や
光
の
科
学 

熱の科学    ○ a: さまざまなエネルギーの形

態やエネルギー保存の法則に

ついて，関心をもって学習でき

る。 

b: 身近に感じられる光の分

散・散乱に関心を抱き，そのし

くみについて，科学的に理解で

きる。 

c: 光の分散・散乱について，

物理的な観点から理解できる。 

d:セルシウス温度や絶対温度

について理解し，熱運動につい

ての知識を身につけている。 

・授業態度

の観察 

・定期考査 

・実験レポ

ート、 

・グループ

ワーク 

エネルギーの科学 ○    

２
学
期 

光の科学 ○ ○ ○  

生
命
の
科
学 

植物と光の関係性   ○  a:身近に感じられる光に対す

る動物の行動に興味を抱く。 

b:実験や観察を通して，走性や

反射，光による情報伝達につい

て科学的に理解する意欲的な

態度を示す。 

c:豚の目の解剖において、適切

に実験器具を使うことができ

ている。 

d: 発酵技術と人間生活とのか

かわりについて理解できる。 

・授業態度

の観察 

・定期考査 

・実験レポ

ート、 

・グループ

ワーク 

視覚の科学 ○  ○  

微生物と発酵食品    ○ 



３
学
期 

地
球
や
宇
宙
の 

地表の変化 
○ ○   a:身のまわりにある景観に

関心を持つ。 

b:日本列島の特徴とその成

因，日本列島付近のプレー

トの動きについて科学的に

思考できる。 

c:実験から震源地の特定する

技能を身に付けている。 

d:気候変動の現象の理解を通

して，人間生活に恩恵をもたら

す太陽について，科学的に理解

する。 

・授業態度

の観察 

・定期考査 

・実験レポ

ート、 

・グループ

ワーク 

災害と防災 
  ○ ○ 

 

身近な天体と太陽系に

おける地球 

 

   ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察と実験の技能   d:知識・理解 

  

 


